

























他の 2編は防災関連の報告であり まず 1編目は 1987年10月1日に発生した米国大都市
ロサンゼルスにおける16年ぶりの被害地震の現地調査ならびに併行して実施した米国の災害
対策制度についてである。注目すべきは，地震直後に行政が実施した被害判定であり，危険
建物からの迅速な住人への退去命令や安全性の判定は，我国の緊急対応策についても教訓を
残した。最後のそれは， 1986年台風10号水害の被災地，北関東1市4町の住民対応に関する
大部なアンケート調査分析結果についてである。その結果，平常時の川との接し方，出水時
の対応ともに，地域の特性がよく反映されていること，災害体験がより大規模の災害では負
に作用することが見出されたこと，災害保険の有効性と限界など有用な知見が得られた。
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